ミニデイサービス・シニアサロン事業実施要綱


○社会福祉法人登米市社会福祉協議会
ミニデイサービス・シニアサロン事
業実施要綱
平成１７年４月１日制定

平成２０年４月１日改正

平成２９年８月１日改正

（目　的）

第１条　この要綱は、登米市より登米市ミニデイサービス・シニアサロン事業業務委託仕様書（以下「仕様書」という。）に基づき、社会福祉法人登米市社会福祉協議会（以下「本会」という。）に委託されたミニデイサービス・シニアサロン事業の運営、実施に必要な事項を定めることを目的とする。

（事業の目的）
第２条　この事業は、全ての高齢者等に対しデイサービスの補完的な役割を果たしながら、在宅高齢者の介護予防と心身機能の維持・向上及び積極的な社会参加と生活の活性化を図ることを目的とする。
（利用対象者）
第３条　この事業の利用者は、６５歳以上の高齢者等とする。
（事業の形態）

第４条　ミニデイサービス及びシニアサロンは以下のとおりとする。

　（ミニデイサービス）
　①実施単位は行政区単位とし、地域住民が主体となって高齢者の介護予防や心身機能
　　の維持・向上及び積極的な社会参加を図るための活動。
　②複数行政区を対象にミニデイサービスを実施することができる。

（シニアサロン）

　①実施単位は行政区内または隣接する行政区に居住する者、概ね１０人以上で構成さ

れる自主グループが介護予防等や地域の支え合いに資する活動。

（事業の内容）
第５条　この事業の内容は、次に掲げるものとする。

（１）集会所等の既存施設を利用し、お茶飲み会等、小規模なデイサービス事業等の活
動推進。
（２）生活指導、養護、健康チェック、機能訓練などの利用者の要望及び地域の実情に
応じた活動推進。
（職員及び職員の身分）

第６条　本会会長は、この事業を行うにあたって必要に応じて職員を配置できるものとする。

２　職員の身分については、本会職員の給与に関する規程及び臨時職員等に関する規程によるものとする。

（留意事項）

第７条　この事業を効果的に推進するため、以下の点に留意する。
（１）地区民生委員、地区福祉活動推進員、行政区長及び地区ボランティアとの連携・協力体制を構築する。
（２）協力ボランティア等の事故に備えボランティア保険に加入すると共に、利用登録者についても介護保険・社会福祉事業者総合保険に加入するものとする。
（利用料）
第８条　この事業の利用に伴う原材料等の実費は利用者の負担とする。
（その他）
第９条　この要綱及び登米市ミニデイサービス・シニアサロン事業委託業務仕様書に定めるもののほか必要な事項は、登米市長と本会会長が協議の上別に定める。

附　　則
（施行期日） 
１　この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。
（経過措置）

２　第４条に掲げる事業の内容については、当分の間旧町社会福祉協議会の実績をもとに実施するものとする。
　　附　則

　この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。
　　附　則

　この要綱は、平成２９年８月１日から施行し、４月１日より適用する。
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